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AIとの共生社会に求められる学びと教育を描く 

〜人と機械の学習の対比からの検討〜 
 

AI との共生が進もうとしている現在の知識社会にあって，ChatGPT をはじめとする生成 AI

は，様々な分野において人間のタスクを代替する機械学習基盤のツールとして注目を集めてい

る．学習・教育支援の分野も例外ではない．「人の学びや教育のあり方を根底から考え直さな

ければならない」と思わせるほどのインパクトをもって受け止められるように見える．特に，

生成 AIは問題や課題を「解く(解を得る)」上で非常に有用であり，また教材を作成する面でも

役立つ可能性を有している．今後，その利用は当該分野で強く推進されていくことが予想され，

学習の局面局面で問題解決の代替ツールとして用いられるだろう． 

一方，人の学びでは解くことだけではなく，「わかる」ことや「わかる過程」が極めて重要

である．つまり，問題や課題が対象とする世界がわかること，または解やその根拠がわかるこ

とは問題解決の前提となるものであり，人の学びの本質ともいえる．しかしながら，教育でも

「わかる」ことの支援は難題の一つであり，生成 AI のような技術でどの程度支援可能かは不

透明である． 

本シンポジウムでは，AI における技術的進展を踏まえた上で，AI 時代における人の学びや

教育はどうあるべきか，AI技術をどう使うべきかについて議論したい．具体的には，人の学習

と機械の学習を対比させながら，「人の学びはどう変わるのか?」，「学びにとって普遍的に

重要なことは何か?」，「教育はどう変わるべきか?」，「AI を学びにどう活かすのか?」，

「教育者は何を教えるべきか?」といった問いを掲げ，今後の学びと教育のあり方を描く． 
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